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2024年 9月 13日 

株式会社インテック 

 

インテック、愛媛県のトライアングルエヒメ推進事業 

「デジタル実装加速化プロジェクト」に採択 

～データ活用による製造業の生産性向上と、デジタル人材の育成を目指す～ 

 

 TIS インテックグループの株式会社インテック（本社：富山県富山市、代表取締役社長：疋田

秀三、以下インテック）は、愛媛県が主催する令和 6 年度トライアングルエヒメ推進事業「デジ

タル実装加速化プロジェクト」（以下本プロジェクト）に採択されたことを発表します。 

本プロジェクトでは、デジタル・ソリューションと関連技術を県内事業者や自治体等に実装し、

地域課題の解決に挑戦することをビジョンに掲げています。インテックは愛媛県の製造業におけ

るデータ活用による生産性向上とデジタル人材育成を行っていきます。 

 

■背景 

愛媛県の重要産業である製造業には、半導体や液晶装置部品製造などの多品種少量生産を行う

中小製造業が多くあり、未だ人手による作業も多く、「生産性の向上」と「人材育成」が急務と

なっています。 

インテックは、これまで愛媛県内の精密加工部品メーカーである株式会社ユタカ（本社：愛媛

県松山市、代表取締役社長：二神久三、以下ユタカ）と株式会社愛媛 CATV（本社：愛媛県松山市、

代表取締役社長：宮内隆、以下愛媛 CATV）と協同で、インテックの製造業向け IoTサービス（課

題解決特化型 IoT サービス）と愛媛 CATV のデータ連携基盤を用いて、製造現場でのデータ活用

の有効性について実証実験を重ねてきました。これらの取り組みを県内の他の製造業へ横展開す

ることを期待されて、本プロジェクトへの採用が決定しました。 

 

■インテックが実施する「デジタル実装加速化プロジェクト」の概要 

本プロジェクトは、ユタカ、愛媛 CATV、愛媛県東予地域におけるベンチャー・中小企業の総合

支援窓口を担う公益財団法人えひめ東予産業創造センター（本社：愛媛県新居浜市、理事長：石

川勝行）とコンソーシアムを形成して以下の支援を実施します。 

 

１．ユタカの工場へ課題解決特化型 IoT サービスを導入 

課題解決特化型 IoT サービスをユタカ向けにカスタマイズし、工場内従業員の作業内容や設備の

稼働状況のデータを取得して可視化します。 

２． データ活用による現場改善と人材育成を支援 

工場内に大型ディスプレイを設置することで、従業員同士がダッシュボードで作業状況を共有し、

コミュニケーションの活性化を図ります。また、IoT サービスで取得したデータをユタカと分析

し、生産性向上の改善策を提案、実行結果を評価する活動を行うほか、ユタカがデータ活用する

ための従業員育成を支援します。 
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＜本プロジェクトのイメージ＞ 

 

インテックは、この活動で得られたノウハウをコンソーシアムメンバーと共に、県内の他の製造

業や教育機関にも展開し、生産性向上やデジタル人材育成に繋げることで、愛媛県内の製造業が

抱える課題を解決し、地域貢献を進めていきます。 

 
※ 記載されている会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。 

※ 記載されている情報は、発表日現在のものです。最新の情報とは異なる場合がありますのでご了承ください。 

 

■トライアングルエヒメ推進事業について（https://dx-ehime.jp/） 

      愛媛県内を実装フィールドとして、多様な産業領域における地域の課題に対して、 

      愛媛県が民間事業者（コンソーシアム含む）から企画提案を募集し、デジタル 

技術の実装や県内への横展開の実現性等の高い提案を採択。採択プロジェクトには、

現地の事業者とコンソーシアムを形成、課題解決につながるデジタル・ソリューシ

ョンの実装検証を行います。 

 

■課題解決特化型 IoTサービスについて（https://www.intec.co.jp/service/detail/kktiot/） 

インテックが提供する製造現場の「作業工程進捗状況見える化」「生産数予実状況見える化」

「設備稼働状況見える化」を標準テンプレートとした、「データ採取」「インフラ基盤」「可視化

手法」の機能を持った製造業向け IoT サービスです。また、お客様の課題や目標に沿って、最適

な機能拡張を提案させていただくことも可能です。 

 

インテックについて（https://www.intec.co.jp/） 

お客様の経営戦略に沿った情報化戦略の立案からシステムの企画、開発、アウトソーシング、

サービス提供、運用保守まで、IT 分野において幅広く事業を展開しています。インテックは、

1964 年の創業以来培ってきた技術力をもとに、AI、RPA 等のデジタル技術の活用や、新たな市場

の創造にも積極的に挑戦しています。常にオープンな姿勢で、人、企業、社会を技術でつなぎ、

自らも変革しながら「豊かなデジタル社会の一翼を担う」企業としてお客様に新しい価値を提供

してまいります。 

 

TISインテックグループについて 

TIS インテックグループは、国内外グループ 2 万人を超える社員が『IT で、社会の願い叶え

よう。』を合言葉に、「金融包摂」「都市集中・地方衰退」「低・脱炭素化」「健康問題」を中心と

した様々な社会課題の解決に向けて IT サービスを提供しています。デジタル技術を駆使したム

https://dx-ehime.jp/
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ーバーとして新たな価値を創造し、人々の幸せと持続可能な豊かな社会の実現に貢献します。 

 

【本件に関するお問合わせ先】 

◆報道関係からのお問い合わせ先 

株式会社インテック テクノロジー＆マーケティング本部 広報室 小川、長谷、稲垣 

E-Mail：press@intec.co.jp 

◆本サービスに関するお問い合わせ先 

株式会社インテック 北陸産業事業本部 制御プラットフォームシステム部 竹澤 

E-Mail：kktiot_support@intec.co.jp 


